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 要 旨 

目的： 

成人ホームレスのコホートにおけるタバコ、アルコール、薬物に起因する死亡および死亡

率への寄与率を明らかにする。 

 

方法： 

2003年から 2008年に実施された Homeless Program における成人 28,033 名の死因をボ

ストン保健センターより確認し、タバコ、アルコール、薬物使用に起因する死亡数ならび

に、人口寄与危険割合を算出した。また、率比と率差を使用して寄与死亡率をマサチュー

セッツ州成人と比較した。 

 

結果： 

死亡者 1,302 名のうち 236 名がタバコに、215 名がアルコールに、286 名が薬物に起因し

ていた。死亡の 52％はこれら 3つのいずれかに起因していた。マサチューセッツ州の成人

と比較して、タバコ寄与死亡率は 3倍から 5倍高く、アルコール寄与死亡率は 6倍から 10

倍高く、薬物寄与死亡率は 8倍から 17倍高かった。ホームレスコホート成人とマサチュー

セッツ州成人との総死亡率差の 57％は、物質に関連した死亡によって説明された。 

 

結論： 

本研究において、成人ホームレス死亡の半数は、タバコ、アルコール、薬物といった物質

に起因していたが、一般住民との死亡率の差異を十分に説明しなかった。よって、物質中

毒と非中毒双方に焦点をあてた介入が必要と考えられる。 

 

 

 


